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2013年度査察の脱税総額は145億円
1974年度以来39年ぶりの低水準

No.1409No.1409



2014

いわゆるマルサと呼ばれる査察は、脱税でも特に大口・悪

質なものが強制調査され検察当局に告発されて刑事罰の対象

となる。国税庁が公表した2013年度査察白書によると、査察

で摘発した脱税事件は前年度より５件少ない185件、脱税総

額は前年度を29.4％下回る約145億円と1974年度（約123億円）

以来39年ぶりの低水準だった。これは、脱税額３億円以上の

大口事案が前年度を７件下回る４件と大幅に減少したことな

どが要因。

今年３月までの１年間（2013年度）に、全国の国税局が査察

に着手した件数は185件と、42年ぶりの低水準だった前年度

をさらに５件下回った。継続事案を含む185件（前年度191件）を処理（検察庁への告発の可否を最終的に判断）し、うち63.8％（同

67.5％）に当たる118件（同129件）を検察庁に告発した。この告発率63.8％は、前年度から3.7ポイント減少し、38年ぶりの低水準だっ

た2011年度（61.9％）に次ぐ低い割合だった。

告発事件のうち、脱税額が３億円以上のものは４件にとどまり、脱税額が５億円以上は同１件少ない２件だった。近年、脱税額

３億円以上の大型事案が減少傾向にあり、2013年度の脱税総額145 億円は、ピークの1988年度（714億円）の約20％にまで減少して

いる。告発分の脱税総額は前年度を約58億円下回る約117億円、１件当たり平均の脱税額は同3,600万円減の9,900万円と、1978年

度（9,500万円）以来35年ぶりに１億円を下回った。

2013年度査察の脱税総額は145億円
1974年度以来39年ぶりの低水準

税理士の

査察による強制調査ではなく、通常の調査において不正が見つかり高額な脱税額が追徴

課税となることもあり得ます。

脱税に対する刑罰は、原則として10年以下の懲役もしくは1,000万円以下の罰金とされ

ています。

故意による脱税が指摘された場合、社会的信用の低下、高額な附帯税の納付、刑事罰の

執行、各種免許等の停止など、今後の事業継続が非常に困難になることは言うまでもあ

りません。
税理士　土屋英則



採用ミスは「ま、いいか」では済まない！
コストを意識してシビアな目を持とう

「せっかく、いいと思った人材を採用したけれど、３カ月で辞めてしまった」

こんなケースは珍しくありません。しかし、採用ミスを「ま、いいか」と流してはいけません。辞めてしまった社員と、採用した会社

の双方のどんな点に問題があったのかを分析する必要があります。採用した社員がすぐに辞めてしまうと、甚大なロスが生じます。

コスト意識とシビアな目を持ちましょう。

例えば、社員を１人採用して、数カ月で辞めてしまったら、どれほどのロスが生じるのでしょう？

各種求人広告の費用、採用に携わった社員の人件費、採用後研修・指導を行った社員の人件費、辞めた社員の数カ月分の給料など、

すべてを合計すると、少なく見積もっても100万円は下らないでしょう。

こうした例が年に２、３度あると、大きな損失になります。

●社員の仕事を阻害し、時間を食いつぶす

新人が入社すると、多くの社員が研修や指導にあたります。その結果、会社になくてはならない戦力に成長してくれたら、コストを

十分に回収したことになります。

しかし、手間と時間をかけたにもかかわらず、数カ月で辞めてしまっては、既存社員が研修や指導にかけた時間と手間は、すべて水

の泡。単なる損失になってしまいます。

●企業ブランドが傷つく

どんな理由であれ社員が入社数カ月で辞めると、辞めた社員は会社に対して好印象を抱くはずがありません。すると、その旨が辞め

た社員の周囲に伝わり、会社の悪評が立ちます。さらに「あの会社はブラック企業だ」と誤解され、インターネットの各種掲示板に悪

口を書き込まれたりします。すると企業ブランドに傷がつき、ダメージを受けるかもしれません。

●残された社員のモチベーションが落ちる

常に次々と人材を採用し、その多くがすぐに辞めてしまっては、既存社員に悪影響を与えます。

「せっかく戦力として期待したのに」と落胆する社員もいるかもしれません。あるいは「どうせこの人もすぐ辞めるんでしょ」と思い、

指導に真剣になれなくなる社員が出てくるかもしれません。真剣さに欠ける指導が相手に伝わり、辞めていくという悪循環を生みだ

しかねません。

新しい仲間の入社は既存社員のモチベーションを上げますが、短期間で辞められてはモチベーションを大きく落とします。そうした

点も勘案しましょう。

採用ミスは社内外に大きな影響を与えます。

これまでの採用基準や人員体制に問題はなかったか、見直してみることをおすすめします。

社労士の

多くのコストと時間を使い、やっと採用した人材が、ほんの数カ月で退職してしまうケースは実はよく起こり

ます。真実の退職理由は本人にしか分からないことですので、新入社員の早期退職を完全に防ぐ術は無いに等

しいものがあります。

早期退職を減少させるために、採用活動では「客観性」を重要視しましょう。採用基準に、採用担当の好き嫌い

の主観が入れば入るほど、採用後の勤続年数は読み難くなってしまいます。誰が採用担当になっても、同じ人

材をピックアップするような採用基準を構築することが、早期退職を防止する一番の方法でしょう。

社会保険労務士　山口征司

求人広告費、採用・指導の社員の人件費、辞めた社員の給料を合計すると？

採用ミスは、各方面にどのような影響を与えるのでしょう？
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